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（２） 2004.11  広報おおの

カ
所
で
行
っ
た
調
査
か
ら
「
下
流

に
行
く
ほ
ど
汚
れ
て
い
る
。
生
活

排
水
な
ど
が
流
れ
込
ん
で
い
る
の

で
は
」
と
分
析
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
文
化
庁
主
任
文
化
財
調

査
官
の
花
井
正
光
さ
ん
が
特
別
講

演
。
福
島
県
「
会
津
イ
ト
ヨ
研
究

会
」
の
山
中
實
さ
ん
、
秋
田
県

「
ハ
リ
ザ
ッ
コ
を
守
る
会
」
の
神

宮
字
寛
さ
ん
が
、
地
域
の
子
ど
も

回
目
の
開
催
。
悪
化
す
る
一
方
の

水
環
境
の
現
状
を
把
握
し
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
の
水
循
環
の
在
り
方
を

考
え
、
将
来
の
世
代
に
豊
か
な
自

然
環
境
を
継
承
し
て
い
こ
う
と
開

か
れ
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
第
一
部
で
は
、
総
合

地
球
環
境
学
研
究
所
の
秋
道
智
彌

教
授
が
「
ト
ゲ
ウ
オ
と
生
き
物
文

化̶

水
と
魚
と
地
域
を
つ
な
ぐ
」

と
題
し
て
基
調
講
演
。
有
終
南
小

学
校
の
三
年
生
約
百
人
が
、
総
合

学
習
で
学
ん
だ
イ
ト
ヨ
の
生
態
を

寸
劇
で
披
露
し
ま
し
た
。
巣
作
り

や
子
育
て
な
ど
イ
ト
ヨ
の
生
態
を

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
紹
介
。
「
大
好
き

な
大
野
、
か
け
が
え
の
な
い
命
、

き
れ
い
な
水
、
み
ん
な
大
切
」
と

元
気
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
開
成
中
学
校
理
科
部
の
四

人
は
、
市
内
湧ゆ

う

水す
い

地
や
河
川
の
環

境
調
査
の
結
果
を
発
表
。
市
内
六

秋
篠
宮
さ
ま
を
お
迎
え
し
て

　
「
第
二
回
ト
ゲ
ウ
オ
全
国
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ　

Ｏ
ｎ
ｏ
」

が
九
月
二
十
五
日
、
秋
篠
宮
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
文
化

会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。全
国
で
ト
ゲ
ウ
オ
の
保
護
や
、

そ
の
生
息
環
境
の
保
全
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
一
堂
に
会
し
、
こ
れ

か
ら
の
水
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

冷
た
く
て
き
れ
い
な
水
に
し
か

す
め
な
い
ト
ゲ
ウ
オ
科
の
魚
は
、

水
環
境
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
い

わ
れ
、
全
国
で
も
数
カ
所
に
し
か

生
息
し
て
い
な
い
珍
し
い
魚
で
す
。

　

当
市
で
は
、
ト
ゲ
ウ
オ
科
の
淡

水
型
イ
ト
ヨ
が
「
本
願
清
水
」
や

「
中
野
清
水
」
な
ど
に
生
息
し
て

お
り
、
名
水
の
里
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
「
本
願
清
水
」
は
、
淡

水
型
イ
ト
ヨ
が
生
息
す
る
南
限
地

と
し
て
昭
和
九
年
に
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
。
平
成
十
三
年
に
は

イ
ト
ヨ
の
調
査
、
保
全
、
教
育
的

活
用
な
ど
を
目
的
と
し
た
学
習
施

設
「
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里
」
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
平
成
七

年
の
山
形
県
東
根
市
に
次
い
で
二

イトヨの生態を紹介する有終南小の児童

名
水
の
里
の
シ
ン
ボ
ル

後
世
に
豊
か
な
自
然
を

講
演
や
研
究
発
表

トゲウオ全国サミット
in Ono



（３）2004.11  広報おおの

の
里
の
森
誠
一
館
長
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
、
全
国
で
ト
ゲ
ウ
オ

の
保
護
に
取
り
組
む
団
体
の
代
表

ら
が
、
日
本
の
水
環
境
に
つ
い
て

討
論
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
活

動
成
果
や
、
日
ご
ろ
抱
え
て
い
る

課
題
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
秋
篠
宮
さ
ま
が
「
ト
ゲ

ウ
オ
の
保
護
や
環
境
保
全
に
は
、

地
域
に
住
む
人
た
ち
の
理
解
や
協

力
が
不
可
欠
。
よ
り
多
く
の
人
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

幅
広
く
知
識
を
集
積
し
『
ト
ゲ
ウ

オ
学
』
と
し
て
創
設
し
て
は
」
と

提
唱
し
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

た
ち
へ
の
環
境
教
育
の
取
り
組
み

な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
本
願
清
水
イ
ト
ヨ

「
ト
ゲ
ウ
オ
学
」
提
唱

秋篠宮さま来市
「イトヨの里」などご視察

9月24日～25日

本願清水イトヨの里にご到着

トゲウオサミットでお言葉

県自然保護センターをご視察（南六呂師）

九頭竜川資料館をご視察（永平寺町）

イトヨ音頭をご観覧（本願清水イトヨの里）

水質調査の結果を発表する開成中理科部員



　

協
定
の
内
容
や
様
式
に
は
、
決

ま
り
や
制
約
が
あ
り
ま
せ
ん
。
家

族
に
合
わ
せ
た
項
目
を
設
定
し
、

見
直
し
を
行
い
な
が
ら
充
実
さ
せ

て
い
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

協
定
作
り
の
ポ
イ
ン
ト

○
経
営
管
理
の
充
実

　

簿
記
記
帳
や
税
務
申
告
、
経
営

計
画
の
策
定
な
ど

○
就
業
条
件
の
整
備

　

報
酬
や
収
益
分
配
、
労
働
時
間

や
休
日
の
設
定

○
生
活
面
の
ル
ー
ル
化

　

家
事
労
働
の
役
割
分
担
や
、
家

事
・
育
児
の
適
正
評
価

○
円
滑
な
世
代
交
代

　

経
営
移
譲
や
相
続
へ
の
対
応
、

後
継
者
の
育
成
な
ど

（４） 2004.11  広報おおの

仕
事
へ
の
意
欲
や
責
任
が
増
し
、

経
営
の
向
上
を
は
じ
め
後
継
者
の

育
成
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

家
族
経
営
協
定
と
い
う
言
葉
か

ら
何
と
な
く
難
し
い
印
象
を
受
け

ま
す
が
、
こ
の
協
定
は
、
経
営
や

生
活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
結

ぶ
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族

の
実
情
に
合
わ
せ
、
無
理
な
く
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

夫
婦
や
親
子
で
あ
っ
て
も
、
生

き
方
や
農
業
に
対
す
る
考
え
方
に

違
い
が
あ
る
の
は
当
然
で
す
。
ま

ず
は
、
農
業
経
営
の
進
め
方
や
生

活
設
計
に
つ
い
て
家
族
間
で
話
し

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

お
互
い
の
立
場
や
役
割
、
責
任

を
明
確
に
し
、
一
人
ひ
と
り
が
積

極
的
に
経
営
に
参
画
し
て
い
く
こ

と
が
、
安
定
し
た
経
営
と
豊
か
な

生
活
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

平
成
十
二
年
度
の
農
林
業
セ
ン

サ
ス
に
よ
る
と
、
市
内
で
主
に
農

業
に
従
事
す
る
人
口
は
、
男
性
千

三
百
八
人
、
女
性
二
千
二
百
十
七

人
。
女
性
が
全
体
の
六
割
以
上
を

占
め
て
お
り
、
地
域
農
業
の
担
い

手
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

市
で
は
女
性
農
業
者
が
能
力
を

十
分
に
発
揮
し
、
目
標
を
持
っ
て

経
営
に
参
画
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
「
家
族
経
営
協
定
」
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

農
業
を
営
む
家
族
が
、
経
営
や

生
活
、
将
来
の
目
標
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
役
割
分
担
・
労
働

時
間
・
報
酬
・
休
日
な
ど
を
文
書

に
ま
と
め
る
も
の
で
す
。

　

家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
や
働

く
条
件
が
明
確
に
な
る
こ
と
で
、

農
業
者
の
約
六
割
が
女
性

家
族
経
営
協
定
と
は

役
割
や
責
任
を
明
確
に

協
定
の
内
容
は
？

　

農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
深
刻

化
す
る
中
、
農
業
の
担
い
手
と
し
て
、
女
性

に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
女
性
が
生
き
生
き
と
働
け
る
、
魅
力

あ
る
農
業
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
族
経
営
協
定
で
魅
力
あ
る
農
業
を

家
族
経
営
協
定
で
魅
力
あ
る
農
業
を

女
性
が
生
き
生
き
働
け
る



（５）2004.11  広報おおの

措
置
が
あ
り
ま
す
。

農
業
者
年
金　

認
定
農
業
者
や

認
定
就
農
者
な
ど
、
意
欲
あ
る

担
い
手
と
協
定
を
締
結
し
た
場

合
、
農
業
者
年
金
保
険
料
の
二

〜
五
割
を
助
成

農
業
改
良
資
金　

農
産
物
の
加
工

や
新
作
物
の
栽
培
な
ど
を
始
め

る
場
合
、
農
業
改
良
資
金
の
借

り
受
け
が
可
能

問
合
せ
先　

市
農
業
委
員
会
（
☎

66
・
１
１
１
１
内
線
３
１
１
）

　

協
定
の
内
容
が
決
ま
っ
た
ら
、

文
書
に
し
て
協
定
書
を
作
成
し
ま

し
ょ
う
。
文
書
に
表
す
こ
と
で
内

容
が
よ
り
明
確
に
な
り
、
協
定
を

守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
自
覚
が
高

ま
り
ま
す
。
ま
た
第
三
者
立
ち
会

い
の
も
と
、
調
印
式
を
行
う
こ
と

も
効
果
的
で
す
。

　

家
族
経
営
協
定
を
結
び
、
経
営

に
参
画
し
て
い
る
女
性
農
業
者
に

は
、
次
の
よ
う
な
制
度
上
の
支
援

文
書
化
し
調
印
を

制
度
上
の
メ
リ
ッ
ト

　兼業農家の女性 6人で、有機

野菜の栽培や宅配に取り組んで

います。家族に安全で安心な野

菜を食べさせたいと始めた活動

が徐々に広がり、現在は市内の

保育園や県外のお客さんにも定

期的に野菜を届けています。

みんなで相談しながら一生懸命作った野菜が、たく

さんの人から喜ばれるのが何よりうれしいですね。

　家族の中でも野菜の栽培に関しては、私が責任を

負っています。農村の女性が生き生きと働くには、

本人が目標を持ち、楽しみながら仕事をできる環境

づくりが大切だと思いますね。

森永多美子さん
サンサングループ代表

「責任持って楽しく」

　家族全員が楽しく農業に取り組み、充実した
暮らしと経営を目指そう！

目的　この協定は、大野太郎、大野花子、大野
　　　一郎が相互に責任のある経営と生活に参
　　　画し、安定的で効率的な農業経営を確立
　　　するとともに、健康で明るい家庭生活を
　　　運営するために結びます。

1　給料
　経営主（太郎）から花子、一郎に支払う。
　・月給として月○万円を花子、一郎の口座へ
　　毎月20日に振り込む。
　・賞与として年４回計○万円を支払う。
　・家事労働費として、花子に６月と12月に○
　　万円ずつ支払う。

2　生活費の負担方法
　食費、光熱水費などは経営主が負担する。

3　労働時間
　１日の労働時間は、８時間を原則とし、農作
　業の状況により延長または短縮する。

4　休日

　
5　役割分担と責任者

6　経営移譲
　経営に関する全責任を、太郎（父）から一郎
　（後継者）へ10年後に移譲する。

　　　平成16年11月1日
　　　　　　大野太郎　大野花子　大野一郎

家族経営協定書（例）

項目 農繁期（5～10月） 農閑期（11～4月）
花子 不定期 定期的月4回
一郎 不定期 定期的月4回
太郎 公用が多いので特に定めない
備考 休日は月の初めに話し合いで決める

作業名と担当者 太郎 花子 一郎

農
作
業

水稲部門 ◎ ○ ○
転作部門 ○ ○ ◎
野菜部門 ○ ◎ ○

経
営
管
理

簿記の記帳 ○
税金申告（青色申告） ○
営農計画 ◎ ○ ○
資産管理 ○

家
事 炊事、洗濯、掃除など ○
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引
き
上
げ
ま
す
。

対
象　

越
前
大
野
駅
で
通
勤
定
期

　

券
や
回
数
券
、
五
人
以
上
の
団

　

体
で
乗
車
券
を
購
入
し
た
市
民

助
成
額　

利
用
区
間
の
購
入
費
ま

　

た
は
運
賃
の
五
割

申
請
方
法
（
申
請
時
に
印
鑑
と
郵

　

便
局
以
外
の
通
帳
が
必
要
）

①
通
勤
定
期
券　

定
期
券
の
有
効

　

期
間
終
了
後
一
年
以
内
に
定
期

　

券
を
提
示

②
回
数
券　

回
数
券
の
購
入
日
よ

　

り
一
年
以
内
に
回
数
券
の
最
終

　

券
（
表
紙
）
を
提
示

③
団
体　

越
前
大
野
駅
で
発
行
さ

　

れ
る
証
明
書
を
提
示

申
請
・
問
合
せ
先　

生
活
環
境
課

　

市
民
生
活
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
４
６
３
）

 

人
事
異
動

　

十
月
一
日
付
け
で
、
次
の
通
り

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

▼
建
設
課
長
補
佐
管
理
係
長
事
務

取
扱
・
穴
田
吉
晴
▼
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
派
遣
・
山
田
一

郎
▼
建
設
課
主
査
・
山
本
健
▼
福

祉
課
研
修
職
員
・
今
冨
彦
士

　

第
三
百
三
十
五
回
臨
時
市
議
会

が
、
十
月
十
二
日
か
ら
十
五
日
に

か
け
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

「
一
般
会
計
補
正
予
算
案
」
や

市
民
団
体
か
ら
直
接
請
求
の
あ
っ

た
「
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
建
設
に

関
す
る
大
野
市
住
民
投
票
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
四
議
案
を

審
議
。
三
議
案
が
原
案
通
り
可
決

さ
れ
、
住
民
投
票
条
例
の
制
定
に

関
す
る
議
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
四
百
三
十
七
万
円
が

追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
百
五
十

四
億
千
七
百
七
十
万
二
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

越
美
北
線
利
用
を
促
進

　

補
正
の
内
容
は
、
福
井
豪
雨
の

影
響
で
一
部
運
行
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
Ｊ
Ｒ
越
美
北
線
の
早
期
全

面
復
旧
に
向
け
た
利
用
促
進
事
業

費
の
増
額
で
す
。
助
成
額
の
引
き

上
げ
や
利
用
促
進
に
向
け
た
啓
発

事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

通
勤
定
期
券
な
ど
五
割
助
成

　

Ｊ
Ｒ
越
美
北
線
利
用
料
金
の
助

成
額
を
、
十
月
一
日
購
入
分
か
ら

は
百
五
十
四
億
千
三
百
三
十
三
万

二
千
円
、
前
年
同
期
比
で
は
七
・

三
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
福
井
豪

雨
に
よ
る
災
害
の
復
旧
事
業
を
は

じ
め
、
制
度
融
資
利
用
者
へ
の
信

用
保
証
料
補
助
の
増
額
、
表
流
水

を
再
利
用
し
た
「
水
の
み
え
る
ま

ち
づ
く
り
計
画
」
の
策
定
事
業
、

支
給
対
象
の
拡
充
に
伴
う
児
童
手

当
等
給
付
事
業
の
増
額
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
、
人
権
擁
護
委
員
候

補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
、
次
の
通

り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

　

杉
本
敏
憲
（
木
本
）

　

瀧
波
奎
子
（
中
野
町
一
丁
目
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

堂
東
昭
子
（
中
野
）

　
　
　
　
　

五
十
音
順
・
敬
称
略

セ
ン
タ
ー
の
入
札
延
期
と
市
議
会

で
の
再
審
議
を
求
め
る
陳
情
」
が

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
「
Ｊ
Ｒ
越
美
北
線
の

全
線
復
旧
に
関
す
る
意
見
書
」
な

ど
市
会
案
四
件
が
、
い
ず
れ
も
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
六
億
七
千
九
百
三
十

九
万
七
千
円
を
追
加
。
予
算
総
額

　

第
三
百
三
十
四
回
定
例
市
議
会

が
、
九
月
八
日
か
ら
二
十
二
日
に

か
け
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

「
一
般
会
計
補
正
予
算
案
」
や

「
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
案
」
な
ど
十
二
議
案
が

審
議
さ
れ
、
十
議
案
が
原
案
通
り

可
決
・
同
意
、
決
算
認
定
議
案
二

件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
「
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の

早
期
着
手
を
求
め
る
陳
情
」
な
ど

陳
情
四
件
が
採
択
、
「
シ
ビ
ッ
ク

「
福
井
豪
雨
」
災
害
復
旧
費
に
重
点

一
般
会
計
に
約
六
億
八
千
万
円
を
追
加

9月補正  一般会計の主な事業

◆災害復旧費
　公共土木施設補助災害復旧事業
　　……………………………31,865千円
　農業用施設補助災害復旧事業
　　……………………………10,003千円
　林道施設補助災害復旧事業
　　………………………… 365,002千円
◆商工費
　信用保証料等補給事業
　　…………………………… 9,300千円
◆土木費
　水の見えるまちづくり計画策定事業
　　…………………………… 2,400千円
◆民生費
　児童手当等給付事業
　　……………………………56,147千円

人
事
案
件
に
同
意

補
正
予
算
の
概
要

越
美
北
線
利
用
促
進
に

四
百
万
円
余
り
を
追
加
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見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

入
園
の
受
け
付
け
は
、
12
月

　

か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳

　

細
は
「
広
報
お
お
の
」
12
月
号

　

で
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

各
保
育
園
ま
た
は
福

　

祉
課
児
童
福
祉
係
（
☎
66
・
１

　

１
１
１
内
線
４
７
４
）

　

来
年
度
、
保
育
園
に
入
園
を
希

望
す
る
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
、
市
内
14
園
の
見
学
日
を

設
け
ま
し
た
。
保
育
園
を
選
ぶ
際

の
参
考
に
利
用
く
だ
さ
い
。

日
程　

11
月
15
日
㊊
〜
20
日
㊏

時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時

そ
の
他　

上
記
日
程
以
外
で
も
、

　

各
保
育
園
へ
電
話
で
確
認
し
、

ク
マ
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

朝
夕
の
薄
暗
い
時
間
帯
は
、
ク

マ
が
え
さ
を
探
し
て
活
発
に
活
動

し
ま
す
。
早
朝
や
夜
間
の
外
出
は

で
き
る
だ
け
控
え
ま
し
ょ
う
。
特

に
街
灯
の
な
い
道
路
や
農
道
な
ど

は
危
険
で
す
。
夜
間
の
一
人
歩
き

は
絶
対
に
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

通
常
、
ク
マ
は
人
間
と
の
遭
遇

　

市
内
で
ク
マ
の
出
没
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
９
月
中
旬
か
ら
10
月

に
か
け
て
100
件
以
上
の
目
撃
が
あ

り
、
10
月
12
日
に
は
開
成
中
学
校

近
く
を
散
歩
中
の
女
性
が
襲
わ
れ

る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
え
さ
不
足
か
ら
冬
眠

し
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

保育園名 区分 電　話 所在地 定員
義 景 保 育 園 公立 66・3333 清水119-12-1 60
亀 山 保 育 園 民間 65・1104 水落町3-35 60
誓 念 寺 保 育 園 民間 65・6167 錦町4-17 70
あ か ね 保 育 園 公立 66・5273 水落町7-24 45
北 部 保 育 園 公立 66・2750 中荒井町1-202 60
誓念寺中野保育園 民間 65・6166 中野64-18-3 90
い と よ 保 育 園 民間 66・3848 清和町710 120
開 成 保 育 園 民間 65・1103 新庄5-15-2 120
春 日 保 育 園 公立 66・4005 日吉町24-6 60
いなやま保育園 民間 66・0038 篠座94-39 90
篠 座 保 育 園 民間 65・6570 篠座74-32 60
上 庄 保 育 園 民間 64・1217 稲郷43-5 90
荒 島 保 育 園 公立 66・4103 蕨生126-29 45
阪 谷 保 育 園 公立 67・1070 伏石11-14 30

市内保育園見学日のお知らせ

を
避
け
よ
う
と
し
ま
す
。
農
作
業

や
山
仕
事
に
行
く
と
き
は
鈴
や
ラ

ジ
オ
を
携
帯
し
、
自
分
の
存
在
を

ク
マ
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
を
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に

　

ク
マ
は
、
え
さ
を
探
し
て
民
家

に
近
づ
い
て
き
ま
す
。
家
の
近
く

の
カ
キ
や
ク
リ
の
木
は
、
早
め
に

収
穫
し
て
実
を
残
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
屋
外
に
生
ご

み
を
捨
て
た
り
畑
に
野
菜
を
放
置

し
た
り
す
る
と
、
ク
マ
を
近
づ
け

る
原
因
に
な
り
ま
す
。
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
に
遭
遇
し
た
と
き
は

　

ク
マ
か
ら
目
を
離
さ
ず
、
ゆ
っ

く
り
と
そ
の
場
か
ら
遠
ざ
か
っ
て

く
だ
さ
い
。
大
声
を
出
し
た
り

走
っ
て
逃
げ
た
り
す
る
と
、
ク
マ

が
襲
っ
て
く
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。
騒
が
ず
に
、
落
ち
着
い
て
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
子
グ
マ
に
遭
遇
し
た
場
合

も
、
小
さ
い
か
ら
と
い
っ
て
追
い

払
っ
た
り
攻
撃
し
た
り
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
親
グ
マ
が
近
く
に
い

る
場
合
が
多
く
大
変
危
険
で
す
。

問
合
せ
先　

林
野
耕
地
課
林
政
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
２
３
）

健康おおの21フォーラム
　「健康おおの21」は、健康で心豊かに生活でき
る社会の実現を目指す健康づくり計画です。この
計画推進の一環として、フォーラムの開催と「健
康づくりキャッチフレーズ」の募集を行います。
●健康相談や講演など
　日　時　11月28日㊐午後1時～
　場　所　有終会館
　内　容　健康づくりに関する各種団体の発表、
　　　　　健康相談、特別講演など
　入場料　無料
●キャッチフレーズ募集
　テーマ　運動、食事、たばこ、休養・こころ
　応募方法　いずれかのテーマにちなんだキャッ
　　チフレーズと住所、氏名を明記し、保健衛生
　　課またはフォーラム会場まで提出
　応募期限　12月25日㊏

問合せ先　保健衛生課（☎65・7333）

ク
マ
に
注
意

民
家
周
辺
に
出
没

ク
マ
に
注
意
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子どもたちを「たばこの害」から守ろう！

保
健 衛 生 課

2004.11　№ 188

～ちょっと気になる健康料理～
里芋団子

（エネルギー：159㌔㌍、塩分：0.7㌘／ 1人前）
　里芋のヌルヌル成分は、老化防止やがんの予防
をはじめ、タンパク質の消化・吸収を助けるなど、
さまざまな働きを持っています。
①里芋は洗って耐熱容器に入れ、ラップをしてレ
　ンジ強で15分程加熱。熱いうちにつぶす
②ネギはみじん切りにし、①に混ぜて12等分する
③みそ、チーズも12等分しておく
④ラップを使って里芋を手のひらで平らにし、み
　そ、チーズを包み込んで、かたくり粉をまぶす
⑤揚げ油を中温に熱し、④の里芋団子を入れて周
　りが固まるまで揚げる

材料（４人分）
里芋……………400㌘
ネギ……………20㌘
チーズ…………10㌘
みそ……………20㌘
かたくり粉……適量
揚げ油…………適量

　
「
未
成
年
者
の
喫
煙
お
よ
び
飲
酒
行
動
に
関
す
る
全
国
調
査
（
平

成
十
二
年
度
）」
で
は
、
高
校
三
年
男
子
の
約
三
七
㌫
、
女
子
の
約

一
六
㌫
が
「
こ
の
一
カ
月
に
た
ば
こ
を
吸
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
喫
煙
は
低
年
齢
か
ら
始
め
る
ほ
ど
、
体
へ
の
悪
影

響
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
た
ば
こ
の
害
か
ら
守
る
た

め
私
た
ち
大
人
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

（８）

皆さんの健康づくりを後押しします。保健衛生課（☎65・7333）

【健康おおの21】今月のキャッチフレーズ

若者よ！喫煙で若さを失うなかれ

　

ほ
ん
の
好
奇
心
で
吸
っ
た
一
本

か
ら
、
喫
煙
常
習
者
に
な
る
子
ど

も
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど

も
は
大
人
に
比
べ
、
は
る
か
に
ニ

コ
チ
ン
依
存
症
に
な
り
や
す
く
、

中
学
生
だ
と
数
週
間
で
も
依
存
症

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
喫
煙
を
防
止
す
る
に

は
、
最
初
の
一
本
を
吸
わ
せ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。
子
ど
も
の
そ

ば
で
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
、
た
ば

こ
の
害
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

教
え
る
な
ど
、
ま
ず
は
家
庭
で
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
、
ニ
コ
チ
ン

や
タ
ー
ル
、
一
酸
化
炭
素
な
ど
、

二
百
種
類
以
上
の
有
害
物
質
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
成
分
は
、
特
に
成
長

期
の
未
成
年
者
に
と
っ
て
悪
影
響

が
大
き
く
、
体
の
老
化
が
早
ま
っ

た
り
、
心
臓
や
肺
の
病
気
に
か
か

り
や
す
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が

数
週
間
で
依
存
症
に

二
百
以
上
の
有
害
物
質

▼
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
た
ば
こ
の

　

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
流
さ
な
い

▼
公
共
の
場
で
の
喫
煙
を
規
制
す
る

▼
学
校
で
健
康
教
育
を
徹
底
す
る

▼
自
動
販
売
機
を
禁
止
す
る

▼
た
ば
こ
の
箱
に
具
体
的
な
有
害

　

警
告
を
表
示
す
る

例
「
喫
煙
は
中
毒
に
な
る
」

　

「
喫
煙
は
肺
が
ん
を
起
こ
す
」

　

「
喫
煙
は
心
臓
病
を
起
こ
す
」

　

「
喫
煙
は
自
殺
で
す
」

　

大
人
の
喫
煙
や
社
会
の
環
境
が

子
ど
も
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い

も
の
で
す
。
大
人
は
そ
の
影
響
力

を
自
覚
し
、
子
ど
も
の
喫
煙
は
認

め
な
い
と
い
う
態
度
を
示
す
と
と

も
に
、
で
き
れ
ば
自
分
も
禁
煙
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

分
か
っ
て
い
ま
す
。

若
さ
に
与
え
る
影
響

○
運
動
能
力
が
落
ち
る

○
た
ん
や
せ
き
が
出
る

○
息
が
臭
く
な
る

○
指
や
歯
が
黄
色
く
な
る

○
歯
が
抜
け
る

○
肌
が
荒
れ
て
、
染
み
や
し
わ
が

　

増
え
る

　

欧
米
の
先
進
諸
国
で
は
、
た
ば

こ
の
害
が
証
明
さ
れ
て
か
ら
、
国

を
挙
げ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
禁
煙
運

動
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
効
果
の
大
き
か
っ
た
取

り
組
み
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

広
が
る
禁
煙
運
動

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）
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暮
ら
し
の

ストップ・ザ・悪質商法

ア
ド
バ
イ
ス

ア
ド
バ
イ
ス

　

さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
迫
っ
て
く
る
悪
質
商
法
。
急
増
す
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る
た
め
、
特
定
商
取
引
に
関
す

る
法
律
（
特
商
法
）
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
十
一
月
十
一
日

か
ら
は
、
消
費
者
を
救
済
す
る
民
事
ル
ー
ル
が
拡
充
さ
れ
る

と
と
も
に
事
業
者
へ
の
規
制
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

市　役　所
生活環境課消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ☎66・1111　内線 464（　　　）

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
請
求
も
拒
絶
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

事
業
者
へ
の
規
制
強
化

①
商
品
の
販
売
な
ど
の
勧
誘
を
す

る
と
き
は
、
勧
誘
が
目
的
で
あ

る
こ
と
を
ま
ず
明
示
す
る
こ
と

を
義
務
付
け
る
。

②
販
売
の
目
的
を
隠
し
て
、
ホ
テ

ル
の
セ
ミ
ナ
ー
会
場
な
ど
一
般

の
人
が
出
入
り
し
な
い
場
所
に

誘
い
込
ん
で
勧
誘
す
る
こ
と
を

禁
止
す
る
。

③
商
品
の
性
能
な
ど
重
要
な
事
項

を
、
わ
ざ
と
消
費
者
に
言
わ
な

い
行
為
を
禁
止
す
る
。

○
訪
問
販
売

自
宅
へ
訪
問
、
ま
た
は
電
話
な

ど
で
目
的
を
告
げ
ず
に
呼
び
出

し
て
商
品
を
販
売
す
る

○
電
話
勧
誘
販
売

電
話
で
勧
誘
し
、
商
品
購
入
の

申
し
込
み
を
受
け
る

○
通
信
販
売

新
聞
や
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
広
告
し
、
郵
便
や
電

話
で
申
し
込
み
を
受
け
る

○
特
定
継
続
的
役
務
提
供

エ
ス
テ
や
語
学
教
室
な
ど
、
長

期
に
わ
た
り
継
続
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
そ
れ
に
対
す
る

対
象
と
な
る
取
り
引
き

高
額
な
対
価
を
要
求
す
る

○
マ
ル
チ
商
法

販
売
員
と
し
て
勧
誘
し
商
品
を

買
わ
せ
る
。
さ
ら
に
次
の
販
売

員
を
勧
誘
さ
せ
る

○
内
職
・
モ
ニ
タ
ー
商
法

内
職
仕
事
を
紹
介
す
る
と
勧
誘

し
、
そ
の
仕
事
に
必
要
だ
と
言

っ
て
商
品
を
買
わ
せ
る

　

前
記
の
よ
う
な
契
約
を
し
た
場

合
、
通
信
販
売
以
外
は
、
契
約
か

ら
一
定
期
間
、
消
費
者
が
無
条
件

で
解
約
で
き
る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

契
約
を
解
除
す
る
に
は
、
契
約

書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
八
日
以

内
（
内
職
・
モ
ニ
タ
ー
・
マ
ル
チ

商
法
は
二
十
日
以
内
）
に
、
文
書

で
事
業
者
に
通
知
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
文
書
を
送
付
す
る
際
は

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
簡
易
書
留
は
が
き
な
ど
で
、
確 

　

実
に
相
手
に
届
け
る

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
場
合
、
ク 

　

レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
も
送
付
す
る

▼
送
付
す
る
文
書
の
表
裏
と
も
コ 

　

ピ
ー
を
取
っ
て
保
管
す
る

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
期
間
が

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
も
、
あ
き

ら
め
ず
に
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー

ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

訪
問
販
売
な
ど
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
に
な
り
や
す
い
取
り
引
き
を
対

象
に
、
消
費
者
を
保
護
す
る
ル
ー

ル
を
定
め
た
法
律
で
す
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
次
の
通

り
ル
ー
ル
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

消
費
者
救
済
の
ル
ー
ル

①
事
業
者
が
商
品
の
性
能
な
ど
重 

要
な
事
項
に
つ
い
て
説
明
し
な

か
っ
た
（
ま
た
は
偽
り
の
説
明

を
し
た
）
場
合
、
そ
の
契
約
は

取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

②
事
業
者
が
う
そ
を
言
っ
た
り
、

　

脅
し
た
り
し
て
ク
ー
リ
ン
グ
・ 

　

オ
フ
を
妨
害
し
た
場
合
、
事
業

者
か
ら
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

妨
害
解
消
の
た
め
の
書
面
」
が

届
く
ま
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

期
間
が
延
長
さ
れ
る
。

③
マ
ル
チ
商
法
組
織
に
入
会
し
て

一
年
未
満
の
消
費
者
が
退
会
す

る
場
合
、
引
き
渡
し
を
受
け
て

か
ら
九
十
日
未
満
の
未
開
封
の

商
品
で
あ
れ
ば
、
そ
の
商
品
を

返
品
し
、
適
正
な
額
の
返
金
を

解
約
し
た
い
と
き
は

特
商
法
と
は

悪質商法の手口を紹介したカレンダーができました。
生活環境課で無料配布を行っています。



な
ど
の
調
合
に
意
欲
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
徐
々
に

ス
タ
ー
ラ
ン
ド
の
味
を
確
立
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

「
あ
く
ま
で
趣
味
の
会
な
の
で

和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気

で
活
動
で
き
る
よ
う
心
掛

け
て
い
ま
す
。
十
一
月
に

開
か
れ
る
ス
タ
ー
ラ
ン
ド

収
穫
祭
で
は
、
そ
ば
を
味

わ
っ
て
も
ら
う
た
め
の
企

画
も
考
え
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
多
く
の
人
に
来
て
ほ

し
い
で
す
ね
」
と
会
長
の

清
水
光
夫
さ
ん
。

　

ま
た
今
年
か
ら
、
ス
タ

ー
ラ
ン
ド
さ
か
だ
に
で
、

そ
ば
な
ど
飲
食
物
の
提
供

や
農
産
物
な
ど
の
販
売
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
会
と
し
て
も
、
お
い

し
い
そ
ば
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
準
備
を
進
め
て
い

目
的　

育
児
休
業
や
介
護
休
業
が 

　

取
り
や
す
い
企
業
の
育
成
と
女

　

性
の
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

内
容　

育
児
休
業
な
ど
を
取
得
し 

　

た
従
業
員
の
代
替
に
市
民
を
雇

　

用
し
た
場
合
の
賃
金

※
た
だ
し
、
休
業
終
了
後
に
休
業 

　

者
を
復
帰
さ
せ
た
場
合
に
限
る

申
込
・
問
合
せ
先　

商
工
観
光
課

　

商
工
労
政
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
３
３
２
） 

その６

　

魅
力
あ
る
商
業
を
発
展
さ
せ
る

た
め
、
市
内
商
店
街
の
空
地
・
空

家
を
有
効
に
活
用
し
た
り
、
市
内

企
業
の
競
争
力
を
強
化
し
た
り
す

る
た
め
に
掛
か
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

対
象　

市
内
商
店
街
な
ど
の
空
地 

　

・
空
家
に
出
店
を
希
望
す
る
人

　

や
グ
ル
ー
プ

内
容　

店
舗
の
改
装
経
費
や
家
賃 

　

な
ど
に
掛
か
る
費
用

対
象　

市
内
に
事
業
所
の
あ
る
中 

　

小
商
工
業
者

内
容　

次
の
取
得
や
出
願
に
掛
か 

　

る
費
用

○
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得

○
特
許
権
出
願

○
実
用
新
案
出
願
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スターランドさかだに
そば愛好会

　

種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
体
験

今月のスナップ

■「広報おおの」では、皆さんの
活動や意見など、さまざまな内容
を募集しています。あなたも紙面
に参加しませんか。
　〒912-8666大野市天神町1-1
　市役所情報広報課広報広聴係
　（☎66・1 1 1 1　内線441）
yamabiko@city.ono.fukui.jp

アートマンダラ作品展
（ショッピングモールVIO）

　

「
ス
タ
ー
ラ
ン
ド
さ
か
だ
に
そ

ば
愛
好
会
」
は
、
ソ
バ
を
通
し
、

ス
タ
ー
ラ
ン
ド
さ
か
だ
に
へ
多
く

の
人
が
来
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か

ら
、
平
成
十
五
年
三
月
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
会
員
は
六
十
人
。
地
元
阪

谷
地
区
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外

の
地
区
か
ら
も
十
人
が
入
会
し
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
八
月
の
種
ま
き

か
ら
十
一
月
の
収
穫
ま
で
の
ソ
バ

作
り
を
体
験
し
た
り
、
毎
月
一
回

は
施
設
に
集
ま
り
、
そ
ば
打
ち
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
阪
谷
地
区
に
は
、
葉
タ

バ
コ
の
後
作
と
し
て
ソ
バ
を
栽
培

す
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
家
庭
で
作
る
ダ
シ
は
、

好
み
も
あ
っ
て
ば
ら
ば
ら
。
そ
ん

な
人
た
ち
が
こ
の
会
に
入
り
、
ス

タ
ー
ラ
ン
ド
の
味
を
出
し
た
い
と
、

か
つ
お
節
や
し
ょ
う
ゆ
、
み
り
ん

る
そ
う
で
す
。

　

愛
好
会
で
は
、
ソ
バ
を
栽
培
し

た
い
人
や
打
っ
て
み
た
い
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
阪
谷
地
区
以
外

の
人
も
大
歓
迎
。会
費
は
年
千
円
。

詳
し
く
は
ス
タ
ー
ラ
ン
ド
さ
か
だ

に
（
☎
67
・
７
２
５
０
）
ま
で
。

事 業 名 補 助 内 容 と 補 助 率 補助限度額

空 地 空 家
活 性 化

店舗改装 100万円

家賃
　１年目（２分の１以内） 　30万円

　　　２年目（３分の１以内） 　20万円

中小商工業
者等活性化

ＩＳＯ取得（３分の１以内） 　50万円
特許権出願（２分の１以内） 　 5万円
実用新案出願（２分の１以内） 　 3万円

育 児 休 業
な ど 取 得 代替要員の賃金（２分の１以内） 8万円（月額）

補
助
制
度　
　

　
　

あ
れ
こ
れ

育
児
休
業
な
ど

　
　
　
　
　
　

取
得
促
進

商
店
街
空
地
空
家

　
　
　
　
　

活
性
化
対
策

中
小
商
工
業
者
等

　
　
　
　
　

活
性
化
支
援
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　秋も深まり、寒い季節となって
きました。こんな季節はみそ汁が
最高。体のしんから温まります。
みそ汁の具として、白カブをお薦
めします。
　白カブはいちょう切り、里芋は
食べやすいサイズにして煮ます。
ニンジンや長ネギなどを加えると
さらにおいしくなります。

　そのほか、赤カブや白菜も店先
に並びます。赤カブの酢の物、白
菜を使ったなべ料理など、食欲の
秋にピッタリ。
　寒い朝こそ、朝市へ。ぜひお出
掛けください。

電子メールで市民提案　E-mail　yamabiko@city.ono.fukui. jp
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山
口
真
未
さ
ん
は
、
「
第
十
六

回
全
国
書
写
書
道
大
会
」
小
学
生

の
部
で
最
高
賞
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
日
本

書
写
書
道
教
育
連
盟
が
主
催
。
小

学
生
公
募
の
部
に
は
、
全
国
か
ら

約
四
千
二
百
点
の
応
募
が
あ
り
、

金
賞
に
輝
い
た
約
四
百
人
が
、
八

月
に
行
わ
れ
た
本
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
毛
筆
の
部
な
ど
各
部
ご

と
に
二
枚
を
清
書
し
、
自
分
の
選

ん
だ
一
枚
を
提
出
。
そ
こ
で
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
課
題
は
〝
思
い
や
り
〞。

大
き
く
、
太
く
書
く
こ
と
に
注
意

し
て
臨
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

山
口
さ
ん
が
書
写
を
始
め
た
の

は
三
歳
の
こ
ろ
。
書
写
教
室
を
開

く
両
親
の
仕
事
場
で
、
半
紙
に
書

か
れ
た
文
字
を
な
ぞ
る
な
ど
し
て

遊
ん
だ
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

五
歳
ご
ろ
か
ら
本
格
的
に
取
り
組

み
、
小
学
校
に
入
っ
て
か
ら
は
、

い
ろ
ん
な
大
会
に
出
場
す
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

「
書
写
を
始
め
て
か
ら
今
ま
で

一
度
も
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と

は
な
い
で
す
。
白
い
紙
に
力
強
く

バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
け
た
と
き
が
、

と
て
も
気
持
ち
い
い
ん
で
す
」

　

大
会
当
日
は
、
会
場
で
た
ま
た

ま
隣
に
な
っ
た
子
が
、
き
れ
い
な

字
を
書
い
て
い
た
の
で
、
と
て
も

気
合
い
が
入
っ
た
と
の
こ
と
。

　

「
昨
年
は
文
部
科
学
大
臣
奨
励

賞
だ
っ
た
の
で
、
さ
ら
に
上
を
目

指
し
ま
し
た
。
表
彰
式
で
自
分
の

名
前
が
な
か
な
か
呼
ば
れ
ず
不
安

で
し
た
が
、
最
後
に
呼
ば
れ
て
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
来
年
も
同

じ
気
持
ち
で
頑
張
り
た
い
」
と
笑

顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

将
来
は
書
写
の
先
生
に
な
り
た

い
と
い
う
山
口
さ
ん
。
書
写
の
先

生
で
母
親
の
喜
代
美
さ
ん
は
「
普

段
か
ら
丁
寧
に
書
く
こ
と
を
心
掛

け
、
大
会
や
検
定
な
ど
目
標
を
持

っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
今
後

の
成
長
に
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

　今月紹介するのは、白山に関する新聞の連載をま
とめたものです。白山が霊峰と呼ばれるようになっ
た長い信仰の歴史、人々が白山に寄せる思いや伝承
が紹介されています。
　平成九年のタンカー重油流出事故の後に配備され
た油回収船は、「白山」と名付けられました。“白”
が浄化を意味し、北陸にとどまらず日本海という広
い範囲の象徴とされたからです。
　白山と関わってきた人々の思いが感じとれる１冊
です。

　

新

着

図

書

【
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

ア
フ
タ
ー
ダ
ー
ク
（
村
上
春
樹
）

虎
の
城　

上
・
下
（
火
坂
雅
志
）

ア
サ
シ
ン
（
新
堂
冬
樹
）
赤
ま
ん

ま
（
北
原
亞
以
子
）
幻
覚
（
渡
辺

淳
一
）

【
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

狂
気
と
い
う
隣
人
（
岩
波
明
）
母

に
歌
う
子
守
唄
（
落
合
恵
子
）
フ

リ
ー
タ
ー
亡
国
論
（
丸
山
俊
）
サ

ム
ラ
イ
と
英
語
（
明
石
康
）

【
児
童
図
書
】

シ
ッ
プ
船
長
と
い
る
か
の
イ
ッ
ト

ち
ゃ
ん
（
か
ど
の
え
い
こ
）
空
は

き
ん
い
ろ
（
大
島
真
寿
美
）
宇
宙

か
ら
や
っ
て
き
た
オ
・
ペ
ア
（
エ

ミ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
）
子
ど
も
だ
け

の
町
（
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ィ
ン
タ
ー

フ
ェ
ル
ト
）
マ
ン
ガ
世
界
の
歩
き

方
（
山
辺
健
史
）

【
絵
本
】

オ
ス
カ
ー
と
フ
ー
（
テ
オ
）
ち
い

さ
な
ワ
ニ
の
お
お
き
な
こ
い
（
ダ

ニ
エ
ラ
・
ク
ロ
ー
ト
）
こ
と
り
と

あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
（
ア
ン

ド
レ
・
ダ
ー
ハ
ン
）
む
し
む
し
レ

ス
ト
ラ
ン
（
し
も
だ
と
も
み
）
ケ

イ
テ
ィ
ー
（
ポ
リ
ー
・
ダ
ン
バ
ー
）

　

そ
の
他
、
三
百
二
十
九
冊
入
り

ま
し
た
。

北國新聞社編集局編
北國新聞社刊　　　

　『霊峰　白山』

問合せ先　朝市出荷組合
　（☎69・9520：月～金、午前中）

〝
思
い
や
り
〞
で
書
写
課
題
の
最
高
賞

　

山
口
真
未
さ
ん
（
小
学
４
年
生
・
天
神
町
）

白
カ
ブ
の
み
そ
汁



あったまるよ“ごんだ汁”

話題の広場
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　  情報広報課広報広聴係☎66・1111
話題の広場

　江戸時代から伝わる伝統芸能「里神楽」が、稲郷区
と木本区で奉納されました。天狗や獅子などのこっけ
いなしぐさに、見物客からは歓声があがっていました。

　10月１日から路線バス勝原線で、乗合タクシーの
運行が始まりました。区間は越前大野駅から唯野ま
での13㌔。日曜、祝日を除き、予約に応じて、１日
５本の運行を行います。また市営バス白山線（中休
止まり）でも、この運行に合わせて往復１便が増発
されました。

勝原線に乗合タクシー

10月10日（木本区）

９月19日（稲郷区）

　歴史民俗資料館で、白山信仰の遺宝を中心とした
展示会「奥越前、未公開・新出文化財展」が、10月
８日～12月４日まで開かれています。鎌倉時代の不
動明王立像など作品25点が展示されています。

奥越前の未公開文化財ずらり

　10月３日、六呂師高原振興会主催の「第21回すすき
まつり」が六呂師高原で開かれました。会場には、ス
スキでフクロウ作りが楽しめる「すすき工房」や「す
すき茶屋」などがオープン。訪れた人たちは、秋の深
まりを感じながら、自然に触れ親しんでいました。

ススキ野にぎわう

豊作願って伝統の舞

あったまるよ“ごんだ汁”



ターゲットバードゴルフを体験（エキサイト広場）

讃岐うどん　二人羽織で早食い競争

白熱するインディアカ大会（エキサイト広場）

話題の広場

2004.11  広報おおの （13）

話題の広場

　10月２日から５日にかけて「第17回全国スポーツ・レ
クリエーション祭」（スポレク福井2004）が県内各地を
会場に開催されました。本市では、羽根のついたボール
を素手で打ち合うインディアカ大会に、全国から44チー
ム405人が参加。熱戦を繰り広げました。

身近な話題をお知らせください。

　平成17年に開催される「第20回国民文化祭・ふ
くい2005ヤングミュージックフェスティバル」の
プレイベント「ぎゅっとＬＩＶＥ　はじまり」が
10月10日、文化会館で開かれました。会場を訪れ
た約400人は、県内出身のザ・ルーズドッグスやクー
ルジョークなどの生ライブに、熱狂しました。

ライブで熱狂ひととき

ターゲットバードゴルフを体験（エキサイト広場）

白熱するインディアカ大会（エキサイト広場）

　全国の大野さんに支店主となってもらい、市民と
の交流を深める平成大野屋事業の１つとして「平成
大野屋まつり2004」が９月19日、平成大野屋で開
かれました。高松支店主の讃岐うどん屋や弥富支店
主の愛知万博ＰＲステージなど盛りだくさんの内容
に大勢の人が訪れ、にぎわいました。

支店主の企画盛りだくさん

　 「第８回大野市スポーツ・レクリエーション祭」が10
月11日、市内各会場で開かれました。ターゲットバード
ゴルフやエスキーテニス、スイミングなど14種目に市民
延べ900人が参加。参加者は、思い思いのペースで各種
目を体験しました。

ス
ポ
レ
ク
祭
に
熱
中

讃岐うどん　二人羽織で早食い競争



地下水の節水と
　　　　　再利用に協力を
地下水の節水と
　　　　　再利用に協力を

す
。
ま
た
、
死
ん
だ
場
合
や
他
人

に
譲
っ
た
場
合
も
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、
毎
年

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
開
業

獣
医
師
か
ら
注
射
を
受
け
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
注
射
済
票
の
交
付
を

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

保
健
衛
生
課
（
☎
65

　

・
７
３
３
３
）

　

相
談
員
が
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求

人
情
報
」
や
「
福
井
県
Ｕ
タ
ー
ン

雇
用
情
報
」
な
ど
を
無
料
で
提
供

し
、
具
体
的
な
仕
事
の
内
容
な
ど

を
説
明
し
ま
す
。
ま
た
希
望
す
る

職
種
、
勤
務
条
件
な
ど
に
関
す
る

助
言
も
行
い
ま
す
。

　

な
お
雇
用
保
険
を
受
給
中
の
人

は
、
求
職
活
動
計
画
の
「
求
人
情

報
閲
覧
活
動
」
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日　

土
・
日
曜
日
、
祝
日

場
所　

産
業
文
化
展
示
館
内
（
市

　

図
書
館
前
）

そ
の
他　

高
齢
者
職
業
相
談
室
を

　

併
設

問
合
せ
先　

雇
用
促
進
相
談
コ
ー

　

ナ
ー
（
☎
65
・
５
７
９
７
）
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11月

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
に
所
有
し
て
い
る
、
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
に
つ
い
て
課
税
さ

れ
ま
す
。
建
物
の
取
り
壊
し
・
新

増
築
・
売
買
・
贈
与
な
ど
を
行
い

未
登
記
の
場
合
は
、
必
ず
市
役
所

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
合
せ
先　

税
務
課
資
産

　

税
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

４
２
５
）

　

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
人
は
、

浄
化
槽
法
で
、
保
守
点
検
や
清
掃

と
は
別
に
、
年
１
回
の
法
定
検
査

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

法
定
検
査
は
、
外
観
検
査
と
水

質
検
査
、
書
類
審
査
の
３
項
目
が

あ
り
、
浄
化
槽
本
来
の
機
能
が
十

分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認

す
る
重
要
な
検
査
で
す
。

　

県
内
で
は
、
財
団
法
人
北
陸
公

衆
衛
生
研
究
所
が
法
定
検
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
受
け
て
い
な

い
人
は
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　

財
団
法
人
北

　

陸
公
衆
衛
生
研
究
所
（
☎
０
７

　

７
６
・
22
・
０
４
９
１
）

　

イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
な
ど
有
害
鳥

獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
そ
の
被
害
を
防
ぐ
た

め
、
電
気
さ
く
を
購
入
す
る
場
合

に
、
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
、
補
助
対
象
が
一
部
変
更

に
な
り
、
設
置
す
る
さ
く
の
長
さ

が
千
㍍
以
上
か
ら
二
百
㍍
以
上
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先　

農
政
課
農
業

　

振
興
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内

　

線
３
１
３
）

　

障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
が
、
病
気

や
け
が
で
障
害
者
と
な
っ
た
場
合

に
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。

支
給
要
件

①
障
害
認
定
日
（
初
診
日
か
ら
１

　

年
６
カ
月
を
経
過
し
た
日
）
に

　

障
害
の
程
度
が
、
１
級
ま
た
は

　

２
級
の
状
態
に
あ
る
人

②
初
診
日
前
に
加
入
期
間
の
３
分

　

の
２
以
上
保
険
料
を
納
め
て
い

　

る
人
（
免
除
期
間
を
含
む
）

※
20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
障
害

に
つ
い
て
も
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

本
人
に
一
定
の
額
を
超
え
る
所

得
が
あ
る
場
合
は
、
支
給
停
止

と
な
り
ま
す

問
合
せ
先　

市
民
課
国
保
年
金
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
６
）

　

新
し
く
犬
を
飼
う
に
は
、
登
録

と
予
防
注
射
の
手
続
き
が
必
要
で

浄
化
槽
の
法
定
検
査

下
水
道
課

も
っ
と
利
用
し
て

雇
用
促
進
相
談
コ
ー
ナ
ー

商
工
観
光
課

障
害
基
礎
年
金
の
受
給

市
民
課

犬
の
登
録
と
予
防
注
射

保
健
衛
生
課

11月11日～17日

税を考える週間
税についての作品展
ショッピングモールＶＩＯ

11月16日㊋～21日㊐

大野税務署

　市街地の地下水位が低下しています。春日公園の基
準観測井では、今年も例年並のペースで、８月中旬か
ら低下を続けています。（10月12日現在5.02㍍）
　これからの本格的な降雪期に向けて、さらなる地下
水位の低下と、それに伴う家庭用井戸の水枯れが心配
されます。
生活用水を守るため
　　　　　　次のことを心掛けましょう
○水の出しっぱなしはしない
○道路、駐車場への散水はしない
○洗車などの回数を減らす
○洗濯は、ふろの残り湯を利用する
○そのほか節水に努める
問合せ先
　生活環境課環境保全係（☎66・1111内線465）

建
物
の
取
り
壊
し
や
売
買

　
　
　
　

必
ず
届
け
出
を

税
務
課

電
気
さ
く
の
購
入
補
助

　
　

対
象
の
一
部
変
更

農
政
課
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● INFORMATION

　

平
成
17
年
版
の
福
井
県
民
手
帳

が
、
市
内
の
書
店
と
市
役
所
（
行

政
資
料
室
）
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

規
格　

14
×
８
㌢

価
格　

４
０
０
円

販
売
予
定　

11
月
中
旬

内
容　

日
記
編
＝
月
間
予
定
表
・

　

日
記
な
ど
▼
資
料
編
＝
全
国
・

　

県
・
市
町
村
主
要
統
計
な
ど
▼

　

名
簿
編
＝
県
庁
・
市
町
村
・
中

　

央
官
公
庁
所
在
地
な
ど
▼
生
活

　

便
覧
＝
県
内
観
光
地
・
文
化
施

　

設
・
住
所
録
な
ど

問
合
せ
先　

情
報
広
報
課
情
報
管

　

理
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

４
４
４
）

○
初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　

日
時　

11
月
９
日
〜
12
月
10
日

　
　

ま
で
の
毎
週
㊋
・
㊎
午
後
７

　
　

時
30
分
〜

　

場
所　

大
野
東
高
校

　

参
加
料　

５
０
０
円（
保
険
料
）

　

申
込
・
問
合
せ
先　

市
バ
ド
ミ

　
　

ン
ト
ン
協
会
事
務
局
・
羽は

ニに

生う

　
　

崇
た
か
しさ

ん
（
☎
65
・
６
５
４
１
）

○
初
心
者
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

　

日
時　

11
月
10
日
〜
25
日
ま
で

　
　

の
毎
週
㊌
・
㊍
午
後
７
時
〜

　

※
24
日
㊌
は
な
し

　

場
所　

有
終
会
館

　

対
象　

高
校
生
以
上

　

参
加
料　

１
０
０
０
円
（
テ
キ

　
　

ス
ト
・
保
険
料
）

　

申
込
締
切
日　

11
月
５
日
㊎

　

申
込
・
問
合
せ
先　

市
バ
ウ
ン

　
　

ド
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
・
西

　
　

川
エ
ツ
子
さ
ん
（
☎
66
・
６

　
　

２
２
９
）

日
時　

11
月
20
日
㊏
午
後
１
時
30

　

分
〜
４
時
30
分

場
所　

有
終
会
館

内
容　

▼
思
春
期
の
心
に
関
す
る

　

事
例
検
討
会
▼
心
の
健
康
相
談

参
加
料　

無
料

問
合
せ
先　

保
健
衛
生
課
（
☎
65

　

・
７
３
３
３
）

日
時　

11
月
26
日
㊎
午
後
７
時
30

　

分
〜

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　

20
人

参
加
料　

８
０
０
円
程
度

持
ち
物　

ゴ
ム
手
袋
・
タ
ッ
パ
ー

申
込
締
切
日　

11
月
19
日
㊎

申
込
・
問
合
せ
先　

勤
労
青
少
年

　

ホ
ー
ム
（
☎
65
・
７
２
２
１
）

日
程　

11
月
29
日
㊊
〜
12
月
５
日
㊐

場
所　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
ヴ

　

ィ
オ

内
容　

啓
発
パ
ネ
ル
や
食
品
テ
ス

　

ト
結
果
の
展
示

※
12
月
４
日
㊏
午
前
10
時
〜
悪
質

　

商
法
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

と
し
て
、
講
演
会
や
ク
イ
ズ
ラ

　

リ
ー
な
ど
を
実
施

問
合
せ
先　

生
活
環
境
課
市
民
生

　

活
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

４
６
４
）

日
時　

11
月
27
日
㊏
午
後
２
時
〜

場
所　

有
終
会
館

演
題　

夢
を
実
現
、
企
業
人
へ
の

　

提
言

定
員　

１
５
０
人
（
先
着
）

入
場
料　

無
料（
申
し
込
み
必
要
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

　

号
を
連
絡

申
込
・
問
合
せ
先　

大
野
商
工
会

　

議
所
（
☎
66
・
１
２
３
０
6
65

　

・
６
１
１
０
）

キ
ム
チ
作
り
教
室

　
　
　
　

受
講
生
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

まちづくりセミナー　開催

水辺環境と生活が共存できるまちづくり

県
民
手
帳
の
販
売
開
始

情
報
広
報
課

各
種
教
室
の
受
講
生
募
集

ス
ポ
ー
ツ
課

　水を生かしたまちづくりに取り組む先進地の事例を
取り上げ、市民と行政がともに認識を深めるためのセ
ミナー（勉強会）を開催します。

日程と内容
　７時10分～　市の取り組み
　７時45分～　講演会
　　演題　川の景観・風景と水辺のあるまち
　　講師　長谷川弘直さん（大阪大学講師）
　８時30分～　講演会
　　演題　水辺のユニバーサルデザイン
　　講師　八木健一さん（日本大学講師）
　８時50分～　意見交換
問合せ先　都市整備課計画係（☎66・1111内線353）

わ
く
わ
く

奥
越
消
費
者
フ
ェ
ス
タ

生
活
環
境
課

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

保
健
衛
生
課

三
屋
裕
子
さ
ん
講
演
会

商
工
会
議
所

野焼きは絶対にやめましょう！
　野焼きは法律で禁止されています。生活環境など周囲へ
の影響を考え、ダイオキシン類の発生原因となる野焼きは
絶対にやめましょう。

※慣習上または宗教上の行事などを行うためのものや法律
で定められた焼却行為などは除かれます。

禁止されている
　　　　野焼きの例
○ドラム缶焼却
○ブロック積み焼却
○穴を掘っての焼却

問合せ先　生活環境課環境保全係
　　　　　　　（☎66・1111内線462）

11月12日㊎　午後７時～
有終会館



　

取
材
先
で
聞
い
た
言
葉
を
、

文
字
に
す
る
の
は
と
て
も
難
し

い
。
相
手
の
話
す
内
容
を
自
分

な
り
に
理
解
し
、
文
章
に
し
て

い
る
つ
も
り
だ
が
、
い
ざ
見
て

も
ら
う
と
相
手
の
意
図
と
違
う

表
現
に
な
っ
て
い
る
と
き
が
あ

る
。
文
章
を
書
く
力
、
話
を
聞

く
力
に
磨
き
を
か
け
て
、
紙
面

作
り
に
取
り
組
み
た
い
（
林
）
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歴
史
は
古
し
と
い
え

ど
も
常
に
新
た
な
り　

（
ハ
イ
ネ
）。
訪
れ
た

史
家
の
知
人
が
当
地
を

先
明
の
地
だ
と
褒
め
上

手
。
つ
い
い
さ
さ
か
鼻

が
高
い
▼
幕
末
の
越
前
大
野
藩
の
事
績
か
ら
だ

が
、
ま
ず
は
洋
学
の
先
取
が
事
由
だ
と
い
う
。

話
題
は
蘭ら
ん

学
を
は
じ
め
藩
立
館
、
主
任
教
授
の

伊
藤
慎
蔵
の
こ
と
、
関
連
し
て
適
塾
（
大
阪
に

あ
っ
た
緒
方
洪
庵
の
洋
学
私
塾
。
伊
藤
は
塾
頭

を
し
た
長
州
浪
人
）
に
ま
で
及
ん
だ
▼
司
馬
遼

太
郎
作
の
短
編
「
美
濃
浪
人
」
に
、
幕
末
の
越

前
大
野
が
出
て
い
る
。
あ
ら
ま
し
は―

主
人
公

は
若
い
村
医
者
、
蘭
方
医
術
を
学
ぼ
う
と
伊
藤

を
頼
っ
て
当
地
へ
。
独
り
旅
で
雪
中
を
美
濃
の

樽
見
か
ら
根
尾
谷
、
這は
え

帽ぼ
う

子し

峠
を
越
え
て
き
た

▼
越
美
国
境
の
雪
山
を
越
え
て
き
た
命
が
け
の

情
熱
に
こ
た
え
て
、
伊
藤
は
珍
奇
な
蘭
書
図
解

の
洋
式
体
操
な
る
新
医
療
術
を
伝
授
し
た
。
な

お
適
塾
入
門
も
紹
介
し
た―

と
。
少
し
ば
か
り

だ
が
、
当
地
の
部
分
が
書
か
れ
て
い
て
興
味
深

い
▼
さ
て
、
そ
の
体
操
と
は
？
詳
細
は
わ
か
ら

な
い
。
た
ぶ
ん
ラ
ジ
オ
体
操
の
前
身
み
た
い
な

も
の
か
な
。「
和オ
ラ
ン
ダ蘭
体
操
」
と
で
も
い
う
と
こ

ろ
か
。
こ
れ
に
似
た
よ
う
な
体
操
（
以
前
市
内

で
案
出
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
か
）
が
、
も

し
定
着
し
普
及
し
て
い
た
ら
▼
体
操
に
し
て
も

大
野
丸
や
大
野
屋
ほ
か
史
上
実
績
を
、
例
え
ば

試
し
に
組
み
合
わ
せ
て
み
る
な
ど
ヒ
ン
ト
に
し

て
、
一
層
活
用
し
て
み
た
ら
い
か
が
。
地
域
お

こ
し
や
観
光
・
産
業
面
で
の
活
性
化
に
プ
ラ
ス

と
な
る
ま
い
か
▼
「
歴
史
は
繰
り
返
す
」
も
の

だ
ろ
う
。<

た
だ
し
当
市
の
歴
史
は
土
井
藩
だ

け
に
限
ら
な
い
の
が
筆
者
の
持
論>

（
武
）

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数
人　　　口
　　　　男
　　　　女

９月中の異動

10月１日現在
11,946世帯
39,442人
18,843人
20,599人

前　月　比
－14世帯
－34人
－13人
－21人

転入
転出

44人
81人

出生
死亡

26人
23人

　件　数
　　件　数
　　死　者
　　傷　者
物損事故

件数内訳

497件
110件
2人

135人
387件総

平成16年
９ 月 末 比 較平成15年

９ 月 末
484件
109件
2人

171人
375件

＋13件
＋1件
0人

－36人
＋12件

人
身
事
故

発
行　
福
井
県
大
野
市　
　
　
　
　
　
　

編
集　
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
☎
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

　

ト
ゲ
ウ
オ
サ
ミ
ッ
ト
で
当
市

を
訪
れ
た
秋
篠
宮
さ
ま
が
九
月

二
十
四
日
、
本
願
清
水
イ
ト
ヨ

の
里
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
淡

水
魚
研
究
に
造
け
い
の
深
い
秋

篠
宮
さ
ま
は
「
日
本
海
側
と
太

平
洋
側
の
イ
ト
ヨ
の
遺
伝
的
な

違
い
は
？
」
と
専
門
的
な
質
問

を
す
る
な
ど
、
熱
心
に
館
内
を

見
て
回
ら
れ
ま
し
た
。

編
集
後
記

内　訳

大
野
え
え
と
こ
32

　市が認定した、将来に残していきたいと思う、大野ら

しい建築物や自然などの景観を紹介します。

⑳

明
石
甚
兵
衛
邸
（
中
津
川
十
二
ー
十
六
）

　

国
道
１
５
７
号
か
ら
中
津
川
橋
に
向
か
い
、
橋
手

前
の
信
号
を
右
折
、
約
三
百
㍍
進
ん
だ
西
側
に
位
置

し
ま
す
。
明
治
九
年
に
建
築
さ
れ
た
屋
敷
と
立
派
な

門
が
印
象
的
で
す
。

教
願
寺
（
要
町
一
ー
三
十
）

　

二
番
通
り
を
北
に
向
か
っ
て
突
き
当
た
っ
た
、
人

の
視
線
を
止
め
る
場
所
に
位
置
し
ま
す
。
参
道
を
連

想
さ
せ
る
小
道
の
先
に
あ
る
た
た
ず
ま
い
は
、
雰
囲

気
の
良
い
静
け
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。


